
 

 

 
   



地域連携センター年報第１５号（2021年度）の刊行にあたって 
 
2021 年、令和 3 年 4 月 1 日から地域連携センターを仰せつかりました。専門は「オペレ

ーションズ・リサーチ」（作戦の科学）で、情報科学部に属しています。就任にあたり真っ

先に確認したのは地域連携センターの英語表記でした。本センターは英語では Regional 

Liaison Center、略して RLC となります。RLC から連想したのは、情報科学の基礎で学ぶ RLC

回路です。回路の電流を𝐼(𝑡)とすると、この回路で生じる電圧𝑉(𝑡)は 𝑉(𝑡) = 𝑅𝐼(𝑡)   +   𝐿 𝑑𝑑𝑡 𝐼(𝑡)   +  1𝐶  𝐼(𝑡) 𝑑𝑡 
となります。この式は、大雑把に言うと、RLC 回路の電圧は、現在（比例）、未来（微分）、

過去（積分）の電流の影響を足し合わせたものになることを示しています。ここから、地域

連携センターの英略 RLC には「地域連携・貢献の現在・未来・過去を熟考して行動する」

という概念が含まれているように思っています。  
さて愛知県公立大学法人は、第三期中期目標期間（2019 年度～2024 年度）を、「地域を

支える人材の育成、地域との連携や地域への貢献を推進するために、自治体、他大学、産業

界などとの連携の一層の強化を目指す期間」としています。この期間、愛知県立大学の地域

連携・貢献に関する目標を「愛知県や他の自治体、他大学、産業界、地域社会等との多様な

連携を充実させるとともに、教育、医療・福祉、産業など、多岐にわたる分野で、教育研究

を通じて県民の生活と文化の向上、地域の持続的な発展に貢献する」ことと設定しています。

この目標を達成するためにも、地域連携・貢献の現在・未来・過去を熟考し行動する所存で

す。  
ところで 2021 年も新型コロナウイルスに翻弄された 1 年でした。一方で、延期された東

京オリンピック・パラリンピックが開催され、ワクチン接種も進みました。年後半は新規感

染者が急激に減少し、国内の経済活動もようやく動き始めたところでした。しかし 2022 年

明けよりオミクロン株による感染が拡がり、今や「第 6 波」の渦中にあり、まだまだ予断を

許さない状況です。  
このような社会の状況ですが、地域連携センターは本学・地域の皆様方の温かい支援を受

ける中で、センタースタッフが一丸となり、ウィズコロナの時代を見据え、地域連携・貢献

に関する第三期中期目標を達成すべく、年度計画に掲げた多様なイベントを中止すること

なく実施しました。下記は新しい方法で実施した事例です。  
  認知症サポーター養成講座のオンライン開催（2021 年 8 月）  
  学術講演会の東京（講師）・日進市（司会）・長久手 C（運営）の 3 元生中継方式に

よる開催、同講演会のリアルタイム視聴会場開設（2021 年 12 月）  
  オンデマンド方式による Academic デイ 2021 の開催（2021 年 12 月）  

また産・学・官・金連携による地域プラットフォームを意識し 3 件の連携協定：  
  愛知県教育委員会（2021 年 12 月）  
  西尾信用金庫（2022 年 1 月）  
  公益財団法人あいち産業振興機構（2022 年 3 月）  

を締結しました。さらに愛知工業大学・地域防災研究センターとは、地域防災をキーワード

に交流を進めました。  
本年報には、この 1 年間の取組を詳細に記録しております。ぜひご覧になり、忌憚のない

ご意見・ご鞭撻をお寄せいただければ幸いです。また今後も引き続き、当センターに対する

益々のご支援ご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。  
 

2022 年、令和 4 年 3 月  
愛知県立大学地域連携センター長 奥田隆史  
















































































































